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このほど日;r製Yf:所では400Mc帯SSpPM方式多重無線装置を開発し,これにMT-12形全トランジスタ

化多重端局装置および名種レビータ装置を組長合わせて関酉電力株式会社に納入し,同社神戸支J【i~ト淡路常

所間に 務用無線電話回線を構成した｡

ここでは本装臣たの説明な行ない特に無線装抑こついで性能l二の特長を述べ各種のデータを掲げた.⊃

第1表 神戸一川本400Mc回線･設計諸元

一**

1.緒

最近多 通信に使用される電波は,大容量多重回線用としてはし

だいに高周波帯に移行Lて現在では12,000Mc滞が実用化されるに

至っている反面,′ト容量の多江津_り緑川として数々の利点を石する

160Mc荷および40OMc帯がF-1ミロを音■谷びて広く実≠化される傾向に

あるt〕このうち特に400Mc朽ほ低いUHF電波としてある程度マ

イクロ披とVHF彼の特長を兼ね肺えて卜記のような利点を有する

ので,都市における小容最多重無線回線としてきわめて有利である

といえる｡

(1)フェーディソグがマイクロ波に比べ非常に少ない｡

(2)VHF帯に比べいわゆる都市雑音レベルが低い｡

(3)多少の見通し外でも通信可能である｡

(4)機器が安定かつ長

易である｡

命であり,取り扱いならびに保守が容

(5)空中線系や送受信用装置がマイクロ波帯に比べて簡一里であ

るため,総合価格が遥かに安い｡

本装置の設計方針としては,特に保守の容易と性能の安定を主眼

とした｡本装置の特長は,

(1) 置用電子管としては特殊のものを使用せず,保守上の便

を考慮した｡

(2)この種無線装閻こおいて直線ひずみによる準漏講雑音の原

田の大半を占める受信機第二･朝刊周汲段においては,位相平田形

ヰーろ波器を用い,電子管交換時の再調整などによるひずみの劣

化を防いである｡

(3)制御方式としては,現用予備n動切替方式を採用し,特に

問題となる保守調整時の試験切替を十分考慮した設計とした｡

(4) 装は,幅520mm,奥行225mmの自立形ロッカーに前

面実装して占有昧面積を減少するとともに架上架下端子構造を除

くすべてのパネルをプラグイノ方式とLて前面保守を可能として

ある｡

(5)その他,各種換気装置のスライドイゾ構造化 打合回線の

前面

ある｡

装など,この種装置として各稚の便を考慮した設計として

2.回 線 構 成

先にも述べたように,本装置は全トランジスタ化多雨端局装置,
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日た製作所戸塚_】二場

区 間 神 戸 ▼-ト州
本

拝: 変調指数はコソパンダ使用の場合を示す｡

._1~~

レビータ装置などとあわせて関西電力株式会社神戸衷店丁淡路営業
所間に,通信設備強化計両の一環として装備されたものである｡

従来,同社の神戸支店より淡路島内事業所に対する通信は,~■主あ†

して.60Mc帯単一通話路固定無線なちび

していたが, 先の内島 変電所,営

州本火力発電所との間の給電指令用,

力線搬送電話むご依存

所および最近建設された

務適苦言用として既設備牒ほ

通話容量が不足となり,今回のUHF無線回線の新設となったので

ある｡

無線機としては今回は予備機を設備しなかJたが,将来これを増

設できるよう考慮してある｡装置は昭利36年10月に据付

を終わり,稼動にほいって以来約6箇月を経過し七いるが,本回線

は海上約48kmにわたる困難な長距離伝搬向線であるにも拘らず,

良好や安定な通話を確保している｡

本回線の回線設ニl一諸元は舞1表のとおりである｡J
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3.1概

この送受信

MT-12
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第1図 通 信 回 線 系 統 図
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第2図 無 線 架 実 装 図

3.S肝･201M形無線送受信装置

要

置は,400Mc帯固定局用極超短波送受信装置で,

置と組み合わせて12通話路の多重通信回線を

構成することができる｡

本装置は第2図のように実装され,弟3図(d)(b)のような外観を

備えている｡

3.2 仕

(1)送

(a)

(b)

(c)

(d)

(e)

(f)

(g)

棟

信

送信周波数

同上安定度

送信出力

周波数逓倍数

変調方式 水晶制御による位相変調

出力インピーダンス

伝送帯域

335.4ヘノ470Mc

±1×10~5

10 または20W

144逓倍

SS-PM

50n同軸ケーブルに接続

打合回線1回線 0.3～3.4kc,

回線12回線 8～56kc

第44巻 第4号

(カバーをほずさないもの)

第3岡(a)SEFT201-M形

無線装置外観

(j)

(k)

(1)

(2)受

(a)

(b)

(c)

(d)

(e)

･-､･

(g)

(h)

(i)

(j)

(k)

(l)

(m)

(n)

(3)総

(a)

(カバーをはずしたものノ

第3図(b)SEFp201rM形

無線装置外観

0.4rad/CH(rms)

エンファシス特性 弟7図(q)(b)の特性をPMに

さらに付加する

標準変調入力

変調入力インピーダンス

不正緬射減衰量

信

周波数

同上安定度

受信方式

雑音指数

-25dBm/CH

75n±20%(搬送回線)

-60dB以下

335.4～470Mc

±1×10~5

水晶制御二重スーパーヘテロダイソ

14dB以下

スレッショールドレベル

入力インピーダンス

第1中間周波数

第2中間周波数

中間周波帯域幅

受信出力インピーダンス

準復調出力

スプリアス感度

選択度

通話路S/N比

打合回線出力

受信監視回路感度

ノゝ

送受直線性

送受周波数特性

送受ひずみ率特性

電

-95dBm以下

50n同軸ケーブルに接続

約70Mc

7.5Mc

320kclよ上

75n±20%(搬送回線)

p15dBnl/CH

-60dB以下

±600kc離れて55dB以上

スレッショールド人力において

21dB以上(無評価)

27dBm以上

受信人カ ー60～-100dBm間

調整可能

周波数30kcにおいて5rad

まで直線

8～56kcにおいて偏差1.5dB以下

変調度で測定し

二次高調波ひずみ減衰量 一40dB以下(変調周

波数 28kc)

三次高調波ひずみ減衰品 60dB以下(変調周

汲数19kc)

源

種 類 単相 AC50/60c/slOO/200V±5%

容 量 700VA以下
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第4図 中 間周波特性
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第6岡 受信復調微分特性

第7図(a)プリエンファシス特性(送信側) 第7図(b)デイエンファシス相性(受信側)
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第9図 送受周波数の安定性

3.3 総 特 性

+∫ 十/汐

入 刀(dβ)

試験音レヾルごβ♂βとする

(試験音レベル=OdBとする)

第10図 無線機送受総合面練性

中間周波増幅器の総合振幅特性を第4図に示す｡3dB低下点カミ約

±180kcとなっており,選択度も±500kcにおいて約50dBを得て

いる｡舞5図は周波数弁別器特性,弄る図はその微分特性を示す｡

第7図は本 置に使用した等化器の送信用,受信用の各特性およぴ

実測値,第8図は受信ならびに送信の各入出力に使用した半同軸形

共振器の選択特性を示す｡舞9図には本装置の送受信周波数の電源
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第8図 半同軸形共振器特性図
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第11図 無線機送受信総合周波数特性

乱7伽r l餌∵鮎/
∴J∠ Jイ

変調周波数rり膵別

へ
℃
3
℃
上
｢
/
上
萩
山
什

第12図 打合回線送受総合周波数特性

電圧および周囲温度に対する安定度の一例が示されている｡

本装置のようなUHF帯チャンネルの多重無線装捏では,直線性,

周波数特性ならびにひずみ率特性を送受総合で規定するのが 用上

便利である｡弟】0～13図にその特性を示す｡なお,これら特性は

いずれも無線機入出力間において測定されたものである｡ひずみ率

特性はPM変調なることを考慮し,二次および三次高調波減衰竃を

それぞれ変復調最高周波数の扱および兢の周波数で測定し規定す
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第13図 無線機送受総合ひずみ率特性

】･立 第44巻 第4-り▲

(プラグインを'はずしたところ)

第15図 送信電力増幅部外 軌

るのが妥当である｡

3.4 主要機能説明

3｣4.1送 信 回 路

本装置の送信機系統図を第14図に示す｡多蒐端局よりの多重

信号は 信増幅器部にはいり,二段増幅されたのち,-一等化器を経

て変調管に送られる｡等化器は最終的な各通話路問のS/N牲を

一定にするため必要なものであり,これにより変調形式はいくぶ

んFM化される｡水晶発振器は無調整回路を使用〔,約3Mcの

発振を行なったのち,緩衝増幅乳リアクタンス管変調器を経て

信逓倍部パネル内で48逓僧したのち,50n同軸ケーブ/トを経

て電力増幅部に導かれる｡電力増幅部でほ,2B94により3逓倍

されたのむ電力増幅し 半同軸共振器,整合回路を経たのち,架

上部に 治 かれるが,その間,方向性結合器が直列にそう入さjt,

出力監視および出力測定せ行なう｡一本装置では,電力増幅段にお
l

いては共振器として平行2練武板形伝送線路を使用した.. 電

力増幅.部の外観図を弟15寧=こ示す｡
3･4･2 受 信 回;鞄‥,】､

本装置の受信機系統図を弟1る図に示す｡アンテナよりはいっ

てきた受信UHF入動~も辛向軸共振器を通り一段高房波増幅(6

CM4)されたのち,受信周波変換器(1N23B)にはいり約70Mc

の中間周波に変換され■るもこの70Mヒの信別ま同じ局発回路の中

;聞出力とともに混合され,7･5Mcの第2中間周波となり第Z中間

周波パネルに導かれる｡本装置では,局売方式を単一水晶制御と

して受信機におけるスプリ■アス数をかなヴ減少させている′二,第2

中間周波増幅器の入力側には位相平坦形の集中ろ披器を使用し

た｡ヤ中間周波 ずる直線ひずみについては文献〔1)にも論じられ

ているがト電子管交換時の再調整によって,この部分で発生する

第14担;1送 †こi 機 系 統 図

第16図 受 信 機 系 統 図

遅延ひずみによる準漏話雑音が酢､了三上問題であるので,振幅特性

は一つの位相補償形ろ波器でとF),以後の増幅部の調整による影

響をなくしてある｡

3･4.3 打 合 回 路

本装置の打合回路ほ,系統図舞14,】る図に示すようi･こ,送受と

もそれぞれ低域ろ波器を経てビデオ線路に高インピーダンス結合

してある｡打合同線においてはプリエンファシスおよびディエン

ファシスを弟7図のようにさらに強化し,ちょうど,FM,PM

特性の巾間特性を持たせ,これにより十分なS/N比を得ている｡

3.4.4 監視制御回路

(1)送信監視回路

送信出力を方向性結合掛こより検漉し,送信日力の半抑こより

出力障害ランプを点火し,送信故障を報ずる｡

(2)受信監視回路

スケルチ回路によりリレーを動作させ,中間周波段以前の故障

をこれで検知Lて受信故障ランプを点火し 受信故障を報ずる｡

(3)その他の監視回路.

(a)送風器故障

送信出力管にはマイクロスイッチが風追に付加してあり,冷

却用送風機が故障すると,風量障害ランプが点火する｡

しb)手動操作中.

制御パネルには多くの警報断のスイッチがあり,これらのス

84
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イッチが一つでも正規動作の方向と異なった方向に倒されてい

る間は警報断のランプが点火する｡

3.4.5 電 源 回 路

電源回路には受信電源部,送信電源部があり,それぞれ所要の

場所に電源を供給している｡整流器としては一部のセレン盤流㌍

を除くほか,全面的にシリコン整流器を採用している｡なお,各

ヒューズ断に対しては可聴可視の警報を発する｡

3.4.る:現用予備切替方式

本装置は予備機とあわせ使用することにより,現用予備自動切

替ができる｡すなわち,送信系,受信系に対し,送信出力断,受

信入力帆風量断,ヒューズ断の4種の情報により,瞬哨婚動切

替が行なわれるが,受信入力断に対しては相手局

替が復帰する｡

信断の際は切

4.搬送哨局装置

4.1概 要

搬送端局装匠は全トランジスタ化され,電子管はいっさい使用さ

れていない｡私設ローカル線にあっても,続々,通信回線の多重化

が進められる現今,このMT-12形多重端局装置はVHF,UtiFな

どの多 無線装置と組み合わせて,経済的にかつ容易に中層距離の

多重回線を構成することができる｡ことに,本回線は長距離海上伝

搬回線であり,かつ,その片局は大都市L卜L部に位医し,都市雑音

の影響を著大にこうむる可能性があi),この種UHF回線として比
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第18図 圧縮伸長帯原理瀦明図
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回路に圧縮伸長器(Compander)を使用し,積極的

にS/N比の改善を計った｡

4.2 方 式

4.2.1回 路 構 成

回路は舞17国に示すように構成され,特に入

出力回路に)f縮器回路(Compressor),伸長器回路

(Expander)をそう入し,都市雑音などに十分耐

えうる構成となっている｡すなわち,Compressor

とExpanderの組み合わせにより,一般に第18図

に示すように標準通話電流レベル以下の信号は,

S/N比をdB値にて2倍だけ改善することができ

る｡

4.2.2 系統監視方式

本装置では,回線監視用として4kcパイロット

電流を用いている｡回線正常時においては,4kc

パイロット電流は常時 受信されているが,いずれか一方の系統

に障害が発生レミイロット電流が断になった場合は,受信側にお

いて弟19図に示す警報継電器盤により,直ちに白局レビータを

ロックするとともに,障害警報を発する｡

4.2.3 通話路監視方式

信号方式が無通話時送出方式である本装掛こおいては,無通話

時におけるl可線のiE常は信号電流の到達をもって判断し･信号電

流断により回線障害と判断する｡しかしながら,ここで問題にな

ることは,回線が捕捉されたときも信号電流断となるから,正常

捕捉による｢断｣か障害による｢断｣かを判別する必要がある0本

装掛こおいてはこの判別を,信号電流断より応答表示までの時間

で信号電流が斬になった場合は,通常一足時間後に応答があるは

ずであるが,障害によって信号 流が断となった場合は,相手加

入老が選択されないため応答がない｡したがって,この応答
示

までの時間を弟け図に示す熱動リレーTHによって計測し,信

号断後3分を経過しても応答のない場合は,これを障害と見なし

て警報表示を行なうと同時に,師レビータをロックする0ロッ

クされたレビータは,直ちにDL端子に地気を送り帰し･

の信号電流送出を停止する｡相手局では上記と同様の経過でレピ

ータがロックされ,回線ほ送受とも完全に
がら,

断される｡しかしな

斬されたままでほ障害が復旧しても回線は復=]されな
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実装敗/∠甜以下の場合Li甜番引∠.エー1---の順に実装する｡

第22図 通話路周 波数配列図
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を送出し,回線の良否をチェックする｡もし,このときすで

に回線障害が復旧していれは この信号電流を受信した側は,レ

ビータ群のロックを解除するとともに,信月･電流を送出し,相手

局の警報も解除し,回線は正常に復帰する｡

4.3 装置の説明および性能

ム3･】装置の外観および回路系統

匠ほ2,350×520×225mml柴に12CIi容量の搬送電流･

信号電流供給部,通話路変換部(Companderを含む),群変換部,

試験電話機およぴジャック部,エリミネータ電源部,警報継電据

部,外線接続端∫･部,ならびにヒューズ盤を収容している｡第20

図はその外観である｡各凹路は電源,ジャック,端子盤,ヒュー

ズ凰 スピーカ盤を除き,すべてプラグインパネルで構成され,

日常の保守取扱ほ,すべて前面より行なうことができる｡総合系

統図を弟17,21図に示す｡

4･3.2 電気的特性

(1)伝送方式

(2)通話路数

(3)線路周波数

(4)音声周波数帯域

(5)音声入出力レベル

搬送波阻1上,中側帯波伝送方式

容量12CH

8/､56kc

300～3,400c/s

4W-IN

4W-OUT
■

-8dBm

OdBm

(6)入出力インピーダンス

音声周波側(300～3,400c/s) 600n 平衡回路

第44巻 第4号

節21l巽1搬送電∴流供給系統図

(7)

(a)

(b)

(c)

(8)

(a)

(b)

(9)

(12)

(15)

(16)

(17)

搬送周波側(8～56kc)

端局装置,無線装置入出ノ｣レベル

通話レベル

端局装置

信号電流レベル

監視電流レベル

搬送電流供給力式

75∫1不一平衡回路

一25dBm/CH

｢無線装置

-15dBnl/CH

通話電流レベル以下 5dB

通話電灘レベル以下 15dB

4kc水晶主発振器を基本波として,飽和線輪を胤､た高

調波発生掛こよりこれを逓倍し所望の搬送周波をうる｡

周波数安定度 周囲温度変化±150Cに対し

1×10~6 以下

信号電流供給方式

3,850c/s通話路帯域外1周波を使潤し,

信号方式

周波数安定度

周波数配列図

通話路ひずÅ率

トールダイヤル 無通話時送出力式

周囲混度変化±150Cに対し

1×10~4 以卜

弟22図

800c/s標

二次ひずふ

三次ひずみ

r角利生碓肯

レベルに対し

30dB以上

40dB以上

遠端渥話

近端漏話

65dB以上

50dB以上

雑 音 音声出力OdBmの点において--60dBm以下

通話路過負荷特性 準レベルよりの3.5dB上昇に

対して残留損失の増加は0.3dB以下

端局対向伝送特性

送受信特性 CCITT規格の2/5以

同 j切 独三た同肌こて送受信地点間の温度

合,同期周波数偏差2c/s以内(切

期も可)

150Cの場

盤操作により従属同

ダイヤル符t;Lひずみ ダイヤル 8～12imp/s(

imp/s),メークレシオ30/-､-37%(標準33%),信弓Aレベル

変動±3-5dBに対して符号ひずみ+5～一3ms以~F

(18)電 源 AC200V 出力DC24V4A



関 西 力 株
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/∠会ゝ社納400Mc 朽 多重無線電話装置

(19)警報回路 本装蹄の警掛こは下.紀のものがあり,すべて

ランプ盤に集中表ホされ,いずjLの場合も可視可聴表示で

ある｡

(a) ヒュ∽ズ断

(b)4kc主基本波電流のレベル低卜

(c)116kc群搬送電流のレべ′し低~F

(d)信号供給電流のL-/ベル低ド

(e)4kc発振器の恒温横内の温度変化

(f)パイロ､ソト電流晰

5.結 言

本装閻ま, 西電力株式倉社通信M線網の一環として,神戸支店

ー淡路営業所間に装備されたもので,400Mc多重回線を構成してい

る｡名機備に関しては本文で述べたように,すべて所定の性能を満

⑨個塾>倒>

直 流

実用新案弟524878号

足して回線構成の目的を

639

した｡ただ,装群の長期間の安定性,保

守上の諸R-り題については,今後長期の使用を経て審判を受けなけれ

ばならないノ､-よであり,また,それによって装㌍の一層の改良が実施

されるはずである｡

本装置の設計製作および工事は関西電力株式会社および口立製作

所の技術陣の緊密なる協力により完成されたものであF),終わりに

関西電力株式会社および日立

る次第である｡

各位に厚くお礼申しあげ
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新 案 の 紹 介

高 電

この考案はエアクリーナなどの和斉己高J王電池頁装掛こおいて,止常

運転状態と過負荷,電11三低下などの事故発性状態をランプの点滅に

よって明確に識別できるようにしたものであるじ

剛こおいて高肝変圧儒1,整流管2,コソデンサ3は周知の直流

高電止発生回路を構成し,正常運転時には出力端子4,5から負荷

7,8に規定の電圧が印加されるこノ この状態でほ接地端子6に接続

した不足電流継電器10の接点10aが閉じ10bが聞いているため,

運転表示灯Gが点灯し,事故表示灯Rは消えている｡

整流管の故障などによって出ルi~E圧が低下すると,負荷電流の減

少に応じて不足電流継電器10の接点10aが開き10bが閉じるか

ら,運転表示灯Gは消え,~事故表示灯Rが点灯する｡また短絡など

によって回路に過電流が流れた場合にほ接地端子6に接続した遇電

流継電器11が動作して接点11aを閉じ事故表示灯Rを点灯させる｡

このときは運転表示灯Gも点灯しており,電圧伏~Fの場合と区別で

きる｡したがって事故の発生を早期に検知でき,保守に便利である｡

12,13i･ま継電器の感度調整抵劇であるr;

(坂 本)

実用新案舞535795号

電気ア

従来手芸用の小形電気アイロンにはアイロン本体から金属製の柄

を汁.しその先に握りを設けたものと,アイロソ本体の貫_仁にハンド

ルを設けたものとがあるが,前者ほこて先iこ力が人りにくく,後者

はアイロソ本体が手の陰になり,いずれも使いにくい欠点を有して

いた｡

この考案ほアイロ~ン本体1の上面後端雷りに熱の不良埠体,たと

えばプラスチック製のハソドル2の井部aを直接囲点し,/､ソドル

上部は後プアに曲げて握り部分bとし,基部aにはアイロン本体の後

カに突出し本体後端とほぼ同じ横幅をもった突起cを設けたもの

で,使用時にアイロン本体が丁の陰にならず,またハンドルの根元

に近いところを持つことによってこて先に力が入りやすく,手芸な

どの抑かいアイロン掛けが楽にできるし′ しかも突起cがあるため指

先が熱い金属部分にふれる心配もなく,安心Lて他用できるもので

ある､ン (叛こ 二本)

圧 発 生 装 置
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